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村
は
現
在
、
役
場
庁
舎
の
整

備
を
計
画
中
で
今
年
中
に
は
建

設
計
画
を
村
民
に
公
表
し
た
い

と
し
て
い
ま
す
。
耐
震
基
準
を

満
た
し
て
い
な
い
中
央
公
民
館

は
、
未
だ
整
備
の
具
体
的
計
画

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
蔵
中
学
校
の
校
舎
は
、
築

46
年
と
古
く
、
平
成
18
年
の
統

合
に
併
せ
て
耐
震
化
や
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
工
事
を
行
い
ま
し
た
が
、

基
本
的
に
古
い
構
造
は
そ
の
ま

ま
な
の
で
、
維
持
修
繕
で
何
と

か
持
た
せ
て
い
る
状
態
と
言
え

ま
す
。

　

役
場
庁
舎
の
整
備
に
続
い
て

次
々
と
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
施
設
が
あ
る
の
で
す
。

た
だ
単
に
「
古
く
な
っ
た
と
こ

ろ
か
ら
整
備
を
」で
は
な
く
、村

の
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
か
ら
の
教
育
体
制
は
も
ち
ろ

ん
、
保
育
体
制
も
含
め
て
長
期

的
な
計
画
に
合
わ
せ
て
整
備
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
。

　

今
必
要
な
の
は
「
ひ
と
つ
ひ

と
つ
」
で
な
く
、
各
施
設
の
機

能
、
必
要
性
を
合
わ
せ
た
全
体

的
な
計
画
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら

名　称 建築年度 面積(㎡ ) 構造 耐震化
大蔵中学校 校舎 昭和47年 46歳 2277 鉄筋コンクリート 平成20年済
〃 特別教室 平成20年 10歳 733 〃
〃 体育館 昭和48年 45歳 936 〃 平成20年済
〃 第2体育館 平成22年 8歳 690 〃
大蔵小学校 校舎 昭和62年 31歳 2994 〃
〃 体育館 昭和62年 31歳 1135 〃
赤松生涯学習センター 旧校舎 昭和55年 38歳 877 鉄筋コンクリート 未実施
〃 新校舎 平成12年 18歳 1482 〃
〃 体育館 平成12年 18歳 631 〃
沼の台体育館 昭和51年 42歳 785 〃 平成24年済
肘折生涯学習センター 校舎 昭和53年 40歳 2350 〃 今年除却
〃 体育館 昭和53年 40歳 865 〃 平成29年済
南山交流センター 平成22年 8歳 310 木　造

肘折体育館沼の台体育館

南山交流センター

　

校
舎
の
建
築
は
、
学
校
の
統

廃
合
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま

す
。

　

現
大
蔵
中
学
校
が
建
築
さ
れ

た
昭
和
47
年
は
南
山
中
学
校
が

大
蔵
中
学
校
に
統
合
さ
れ
た
年
。

平
成
20
年
は
村
１
小
学
校
１
中

学
校
に
統
合
さ
れ
た
年
。
そ
れ

に
合
わ
せ
る
よ
う
に
旧
学
校
の

体
育
館
は
耐
震
化
が
図
ら
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
活
用
し
て
い

ま
す
。
旧
校
舎
は
ほ
と
ん
ど
取

り
壊
さ
れ
別
の
活
用
へ
。

　

今
年
、
肘
折
小
中
学
校
が
解

体
さ
れ
、
地
域
の
防
災
拠
点
と

し
て
再
整
備
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
18
年
か
ら
教
育
委
員
会

の
社
会
教
育
の
拠
点
と
し
て
運

営
し
て
い
る
赤
松
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
、
平
成
22
年
に
地
域
の

活
動
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
た

南
山
交
流
セ
ン
タ
ー
、
平
成
26

年
に
防
災
拠
点・保
育
所
と
し
て

整
備
さ
れ
た
沼
の
台
地
区
と
同

様
に
学
校
が
な
く
な
っ
た
地
区

の
再
整
備
は
終
了
と
な
り
ま
す
。

あ
の
時 巻

頭
特
集

巻
頭
特
集

そ
し
て
今

大蔵中学校

大蔵小学校

赤松生涯学習センター

大
蔵
村
の
公
共
の
施
設
運
営
に
つ
い
て
、当
時
を
振
り
返
り
な
が
ら
、こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

「
第
四
回
目
は
」

「
あ
の
時  

～  

そ
し
て
今  

～  

こ
れ
か
ら
」

巻頭特集【
大
蔵
村
の
公
共
施
設
そ
の
二
】

学
校
・
生
涯
学
習
施
設

★鉄筋コンクリート造の耐用年数は50年。それ以降補助制度有り。
★基本的に、昭和56年以前の建物は現在の耐震化基準を見たしていない。



4議員が一般質問

一
般
質
問

　
6
月
定
例
議
会
が
、
7
日
か
ら
8
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
30
年
度
補
正
予

算
5
件
を
含
む
、
8
議
案
が
審
議
さ
れ
、
可
決
成
立
。

　
そ
れ
に
先
立
つ
一
般
質
問
で
は
、
4
人
の
議
員
が
村
当
局
の
考
え
を
た

だ
し
、
活
発
な
議
論
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

平成30年度補正予算
補正額 総　　額 主な補正内容

① 一般会計 2100万円 37億5100万円 自殺防止計画策定業務委託料の増

② 簡易水道 ▲203万円 1億9896万円 人事異動に伴う職員給与の変更

③ 下 水 道 53万円 1億7773万円 下水道管理費の増

④ 診 療 所 87万円 2億2797万円 診療所床はく離清掃等委託費の追加

⑤ 介護保険 26万円 4億3596万円 地域包括支援システム委託料の増

6
月
定
例
会

条
例
等
の
改
正

★
大
蔵
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
（
課
税
対
象
で
あ
っ
た
「
資
産
割
」

の
廃
止
）

★
字
区
域
の
変
更
（
肘
折
ア
メ
ダ
ス
が
あ
る

地
域
の
土
地
、三
筆
の
小
字
を
従
来
の「
朝

日
台
」
か
ら
「
肘
折
温
泉
」
に
改
め
た

★
大
蔵
村
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
変

更
（
沼
の
台
辺
地
、
肘
折
辺
地
の
公
共
的

施
設
の
整
備
を
促
す
た
め
事
業
内
容
を
一

部
変
更
し
た
）

補
正
予
算

●
大
蔵
村
平
成
三
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
の
他
、
四
特
別
会
計
補
正
予
算
を
可
決
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国保税「資産割」を廃止、
一定の減税効果！

6月
定例会

5月に村議会と肘折旅館組合が
「意見交換」を行った一場面

一般質問とは？
村政全般に対し議員が質問し、意見を述べ村政をただし
ていくもので、大蔵村では１議員の持ち時間が45分です。

佐藤　雅之 議員

〇肘折地区防災拠点施設の役割と機能を問う。
　地域の防災は？

長南　正一 議員

〇大型プロジェクトに挑む村長の決意を伺う
（農産物加工場、升玉水力発電、新役場庁舎など…）

早坂　民奈 議員

〇「若者ミーティング」のバックアップで村を
元気に！自由に使える予算をつけよ！

矢口　　智 議員

〇三つの視点で村を元気に！

7P

6P 8P

9P

6月
定例議会

一般質問村政を問う
ここが知りたい

本会議中
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防
災
拠
点
施
設
と
し
て
い
く
。

地
域
の
方
々
に
安
心
を
感
じ
ら

れ
る
施
設
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

役
場
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
鋭
意

検
討
し
て
ゆ
く
。
全
国
棚
田
サ

ミ
ッ
ト
は
四
ヶ
村
の
棚
田
を
全

国
に
発
進
し
、
棚
田
の
在
り
方
、

活
用
策
を
探
る
全
国
規
模
の
意

見
交
換
の
場
と
し
て
32
年
に
開

催
す
る
。
さ
ら
に
、
小
規
模
事

業
者
持
続
化
補
助
金
や
山
間
地

域
農
業
機
械
導
入
支
援
事
業
補

助
金
を
新
規
事
業
と
し
て
予
算

化
し
所
得
向
上
を
支
援
し
て
ゆ

く
。「
生
活
の
質
的
向
上
・
真

の
豊
か
さ
を
求
め
る
」
と
い
う

村
政
運
営
で
の
目
標
を
達
成
す

る
た
め
、
四
選
を
目
指
す
覚
悟

を
固
め
た
。

問
2
　
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
に
つ
い

て
の
具
体
的
な
内
容
は
？

答
2　

地
元
だ
け
で
は
な
く
、

村
全
体
で
取
り
組
み
た
い
。
施

設
全
体
を
活
用
す
る
計
画
で
使

い
、
委
員
会
の
立
ち
上
げ
を
考

え
て
い
る
。

　

今
ま
で
は
観
光
的
な
大
会
が

多
か
っ
た
が
、
お
祭
り
騒
ぎ
で

は
な
く
、
棚
田
全
体
の
価
値
を

上
げ
る
大
会
に
し
た
い
。

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
臨
む

村
長
の
決
意
を

村
長
　
目
標
達
成
の
た
め
四
選
を
目
指
す

長
南
　
正
一 

議
員

問
１
　
今
年
度
は
農
産
加
工
所

の
開
設
、
升
玉
水
力
発
電
所
の

着
工
、
住
宅
団
地
の
造
成
、
肘

折
小
中
学
校
の
校
舎
解
体
、
更

に
役
場
庁
舎
の
新
築
移
転
か
現

状
補
強
等
、
多
く
の
課
題
が
あ

る
。
そ
れ
に
加
え
20
年
に
は
全

国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ

る
。
今
後
複
数
年
度
に
渡
る
事

業
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
来

年
春
に
実
施
さ
れ
る
統
一
選
挙

に
あ
た
り
、
村
長
の
心
境
を
伺

い
た
い
。

答
1　

農
産
加
工
施
設
は
㈱
三

和
食
品
の
協
力
の
も
と
本
格
的

な
操
業
が
始
ま
り
、
今
後
農
家

の
協
力
を
頂
き
な
が
ら
大
蔵
ブ

ラ
ン
ド
の
確
立
を
図
っ
て
い
く
。

升
玉
水
力
発
電
所
は
平
成
32
年

の
完
成
を
目
指
し
事
業
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
又
、
子
育
て
支

援
住
宅
を
退
去
し
た
後
や
他
地

域
か
ら
の
転
居
の
受
け
皿
と
し

て
整
備
を
進
め
て
い
る
分
譲
住

宅
団
地
も
、
今
年
度
上
下
水
道

を
整
備
し
、
来
年
度
か
ら
分
譲

し
て
い
く
。
旧
肘
折
小
中
学
校

の
校
舎
を
取
り
壊
し
、
今
後
は

水力発電事業の鍬入れ儀式

問
１
　
肘
折
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
が
取
り
壊
さ
れ
旧
体
育
館
も

肘
折
地
区
防
災
拠
点
施
設
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
る
。
ど
の
よ
う

な
機
能
が
備
わ
る
の
か
？

答
１　

防
災
拠
点
施
設
に
は
、

防
災
対
策
室
、
救
護
室
、
備
蓄

倉
庫
、
救
援
物
資
仕
分
け
室
、

臨
時
の
炊
き
出
し
を
想
定
し
た

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
な
ど
、
文

字
通
り
緊
急
時
の
拠
点
施
設
と

な
る
。
体
育
館
も
耐
震
対
策
と

合
わ
せ
屋
根
の
改
修
を
実
施
し

て
い
る
。

問
２
　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や
防
災

ヘ
リ
の
離
発
着
の
た
め
の
ヘ
リ

ポ
ー
ト
の
整
備
は
で
き
な
い
の

か
？

答
2　

航
空
法
で
い
う
ヘ
リ
ポ

ー
ト
は
、
当
該
施
設
の
グ
ラ
ン

ド
で
は
設
置
基
準
を
満
た
す
こ

と
が
で
き
な
い
。
た
だ
、
緊
急

時
で
あ
れ
ば
（
当
該
グ
ラ
ン
ド

を
）
活
用
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。

問
3
　
住
民
や
宿
泊
客
の
避
難

誘
導
は
誰
が
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
？

答
3　

防
災
無
線
や
電
話
で
役

場
が
避
難
指
示
等
を
発
す
る
。

そ
れ
を
受
け
、
地
元
役
場
職
員
、

地
元
消
防
団
、
地
域
防
災
組
織

な
ど
の
協
力
を
得
る
。
宿
泊
客

の
誘
導
は
原
則
旅
館
で
行
っ
て

も
ら
う
。
防
災
拠
点
施
設
の
鍵

は
地
元
の
住
民
に
預
け
て
お
く
。

問
4
　
現
在
の
避
難
先
と
し
て

い
る
「
い
で
ゆ
館
」、「
肘
折
保

育
所
」、「
肘
折
セ
ン
タ
ー
」
な

ど
は
い
ず
れ
も
、「
大
蔵
村
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」に
お
い
て「
土

砂
災
害
警
戒
特
別
区
域
」、「
土

砂
災
害
警
戒
区
域
」
も
し
く
は

そ
の
隣
接
地
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
点
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
？

答
4　

地
勢
上
、
集
落
形
成
上

避
難
所
が
そ
れ
ら
の
地
域
に
入

っ
て
い
る
こ
と
は
や
む
を
得
な

い
場
合
や
そ
れ
以
外
に
適
切
な

場
所
が
な
い
と
憂
慮
さ
れ
る
地

域
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、「
一

時
避
難
所
」
と
位
置
づ
け
、
村

と
し
て
早
め
早
め
の
判
断
を
お

こ
な
い
村
民
の
安
全
を
守
っ
て

ゆ
く
。

問
5
　
肘
折
地
区
用
の
「
大
蔵

村
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
も
最

上
川
の
洪
水
予
想
だ
け
で
、
銅

山
川
や
苦
水
川
の
予
測
が
示
さ

れ
て
い
な
い
が
、
調
査
す
べ
き

で
は
？

答
5　

両
河
川
は
、
県
管
理
の

河
川
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
県

に
強
く
要
望
し
て
ゆ
く
。

佐
藤
　
雅
之 

議
員

防
災
拠
点
施
設
の
役
割
と
機
能
は
？

村
長  

多
目
的
機
能
を
備
え
た
緊
急

　
　
時
の
拠
点
に

すでに活用している「沼の台防災センター」
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問
1
「
若
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

と
い
う
組
織
が
、
毎
年
い
ろ
ん

な
企
画
研
修
を
行
っ
て
い
る
が
、

若
者
た
ち
の
意
見
や
ア
イ
デ
ィ

ア
が
前
向
き
で
、
村
を
良
く
し

た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
伝
わ

っ
て
く
る
。
も
っ
と
活
動
を
活

発
に
し
て
行
く
た
め
に
も
、
予

算
を
明
文
化
し
応
援
で
き
な
い

か
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
国

の
施
策
で
あ
り
、
当
村
に
は
い

な
い
。
し
か
し
、「
若
者
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
が
そ
の
役
を
担
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ

で
、
村
独
自
の
施
策
と
し
て
、

多
方
面
か
ら
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
し
て
行
け
な
い
も
の
か
。

答
1　

「
総
合
戦
略
」
の
策
定

過
程
の
中
で
、
未
来
の
担
い
手

で
あ
る
若
者
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
た
め
に
作
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
が
「
若
者
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
」
で
あ
る
。
メ
ン
バ
ー

は
多
職
種
に
渡
り
、
自
主
的
に

活
動
を
行
い
、
東
北
芸
工
大
と

連
携
し
な
が
ら
事
業
展
開
し
て

い
る
。
総
合
戦
略
施
策
時
に
は

予
算
化
し
て
い
た
が
、
現
在
は

問
1
　
今
後
の
政
策
の
方
向
性

に
つ
い
て
、
三
つ
の
分
野
に
関

し
て
質
問
し
た
い
。

一
つ
目
は
、「
農
業
」

　
近
年
充
実
度
を
増
す
ハ
ウ
ス

園
芸
、
永
続
的
に
安
定
し
た
経

営
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
将
来
に

向
け
て
独
自
の
調
査
研
究
が
必

要
で
は
。

二
つ
目
は
、「
子
育
て
」

　
各
年
代
に
子
育
て
支
援
を
講

じ
て
い
る
が
、「
次
の
世
代
を

託
す
若
者
」
を
育
て
る
思
い
が

住
民
に
伝
わ
っ
て
い
る
か
、
工

夫
を
加
え
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

三
つ
目
は
、「
目
標
」

　
毎
日
生
活
し
て
ゆ
く
中
で
の

元
気
を
与
え
て
く
れ
る
目
標
、

わ
く
わ
く
浮
き
浮
き
の
楽
し
い

話
題
を
ぜ
ひ
発
信
し
て
欲
し
い
。

答
1　

一
つ
目
「
農
業
」
農
協

合
併
に
よ
り
、
県
内
上
位
の
農

協
が
誕
生
。
合
併
の
メ
リ
ッ
ト

は
多
目
的
な
販
売
形
態
の
構
築

に
よ
る
有
利
販
売
の
可
能
、
肥

料
農
薬
、
農
機
具
、
燃
料
等
の

大
量
仕
入
れ
に
よ
る
大
幅
な
低

コ
ス
ト
化
。
ま
た
、
村
で
は

「
次
世
代
型
施
設
運
営
」
の
拠

点
と
し
て
、
ト
マ
ト
の
溶
液
栽

培
に
よ
る
、
周
年
栽
培
法
の
実

証
実
験
が
県
と
連
携
し
て
ス
タ

「
若
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
で
村
を
元
気
に

村
長  

地
域
活
性
化
事
業
の
活
用
や

　
　
村
全
体
で
支
援

三
つ
の
視
点

村
長  

次
世
代
を
託
す
若
者
に
力
を

早
坂
　
民
奈 

議
員

矢
口
　
　
智 

議
員

し
て
い
な
い
。
だ
が
、
行
い
た

い
事
業
に
つ
い
て
計
画
書
な
ど

が
出
さ
れ
た
場
合
そ
の
都
度
相

談
に
乗
り
、
地
域
活
性
化
事
業

の
活
用
を
は
じ
め
、
村
全
体
で

支
援
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

現
在
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

は
い
な
い
が
、
若
者
に
限
ら
ず
、

自
主
的
に
村
内
外
と
交
流
を
広

め
、
農
業
や
観
光
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
の
仕
事
の
分
野
や
地
区
で
活

動
し
て
行
く
こ
と
に
、
今
後
も

引
き
続
き
、
出
来
る
限
り
の
支

援
を
行
い
た
い
。

問
2
　
自
由
に
使
え
る
予
算
が

あ
れ
ば
、
幅
広
い
活
動
が
で
き

る
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か

答
2　

予
算
在
り
き
で
は
無
く
、

村
で
応
援
で
き
る
こ
と
を
し
て

い
く
。

問
3
　
常
設
の
事
務
所
を
要
望

し
て
い
る
と
も
聞
い
て
い
る
が
。

答
3　

村
の
公
共
施
設
を
使
用

し
て
と
提
案
し
て
い
る
。

問
4
　
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
具
体

的
な
内
容
は
。

答
4　

若
い
人
と
の
話
し
合
い

を
持
つ
べ
く
、
積
極
的
に
日
程

を
合
わ
せ
て
い
る
。
い
ろ
ん
な

意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
も
若
い
人
た
ち
を
応
援

し
て
い
く
。

ー
ト
し
た
。
市
場
を
に
ら
ん
だ

新
し
い
周
年
農
業
の
確
立
を
目

指
す
。

二
つ
目
「
子
育
て
」
施
策
の
趣

旨
を
、
全
て
理
解
さ
れ
て
は
い

な
い
が
、「
と
も
に
育
む
精
神
」

が
次
世
代
の
担
い
手
と
な
る
子

ど
も
達
に
繋
が
る
よ
う
、
効
果

的
に
実
績
を
積
み
上
げ
て
行
く
。

お
知
ら
せ
の
情
報
提
供
は
対
象

者
が
限
定
さ
れ
る
も
の
や
期
限

の
あ
る
も
の
は
個
々
に
知
ら
せ

て
い
る
。
紙
媒
体
の
他
に
村
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
観
覧
の
活

用
を
。

三
つ
目
「
目
標
」
楽
し
い
話
題

の
発
信
は
、
日
々
の
生
活
と
同

様
に
村
政
運
営
に
も
目
標
が
大

事
で
あ
る
。
第
3
時
総
合
計
画

の
基
本
目
標
を
、
第
4
時
総
合

計
画
に
継
承
し
つ
つ
、
特
に
、

村
民
の
声
を
反
映
し
、
今
ま
で

以
上
に
村
民
が
元
気
に
な
る
よ

う
邁
進
し
て
い
く
。

問
2
　
産
物
が
過
剰
に
な
っ
た

場
合
想
定
さ
れ
る
価
格
暴
落
へ

の
対
処
方
は
。

答
２　

需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン

ス
を
見
極
め
る
と
と
も
に
、
食

味
の
向
上
に
向
け
て
努
力
し
て

い
く
。

問
3
　
「
子
育
て
施
策
」
に
つ

い
て
子
ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ

た
一
覧
表
に
で
き
な
い
か
。

答
3　

難
し
い
が
構
想
を
健
康

福
祉
課
、
教
育
委
員
会
と
協
議

し
て
い
く
。

問
4
　
わ
く
わ
く
感
の
話
が
若

い
人
か
ら
聞
こ
え
て
こ
な
い
。

村
外
の
イ
ベ
ン
ト
は
目
に
留
ま

る
が
村
内
は
目
立
た
な
い
。

答
4　

紙
媒
体
で
の
表
現
方
法

を
考
え
て
い
く
。

若者ミーティング

子育て

農　業

目　標
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「
東
京
中
央
要
望
」は
、毎
年
一
回
、

村
長
、
議
長
と
議
員
団
で
実
行
し
て

い
る
重
要
な
活
動
で
す
。

　

何
故
東
京
へ
？
と
思
わ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
中
央
要
望
は
国
会

議
員
に
対
し
て
村
の
重
要
な
要
望
事

業
に
理
解
と
支
援
を
訴
え
る
た
め
の

も
の
。国
の
後
押
し
が
な
け
れ
ば
事

業
は
進
み
ま
せ
ん
。そ
し
て
、国
会
議

員
は
常
に
は
国
会
議
事
堂
を
中
心
に

東
京
が
主
戦
場
。大
事
な
お
願
い
は
、

こ
ち
ら
か
ら
出
向
い
て
説
明
す
る
の

が
筋
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
の
上
、国

会
議
員
の
手
配
に
よ
り
国
土
交
通
省

の
担
当
者
に
も
要
望
を
訴
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

「
日
本
一
積
雪
の
多
い
村
」
を
挨

拶
言
葉
に
精
一
杯
訴
え
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
は
尽

き
ま
せ
ん
が
、
継
続
し
て
行
動
す
る

こ
と
で
、
必
ず
前
進
す
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。

議 会 活 動 報 告
議会主催の懇談会2回目開催しました！

開 催 日：平成30年5月23日
相手団体：肘折温泉旅館組合・商店組合関係者
課　　題：これまでの取組とこれから

　大雪の2月に肘折で開催してから、2回目となる懇談会を行いました。
　肘折温泉旅館組合はチームワークが良く、青年部を中心に客層調査や温泉効能アンケート
調査の実施を行うなど、来客者の意向や要望を聞き取り、次の展開に活かそうと努力してい
ます。特に来客者の居住地、泊数、宿泊形態、宿泊数などを詳細に把握し、来客者への対応
に気を配っていることや、肘折温泉本来の温泉効能の高さを改めて認識でき、とても興味深
い話し合いだったと感じています。

　「肘折温泉があって、私たちの暮らしが村がある」と言える大切な存在。課題は尽きない
ところですが、共有することで見えてくることも多いもの。今後も真剣に考えていきたいと
思っています。ありがとうございました。

平
成
30
年
5
月
20
日（
日
）／
東
京
都
霞
が
関
ビ
ル

平
成
30
年
6
月
26
日（
火
）〜
27
日（
水
）

　

東
京
大
蔵
会
の
総
会
に
は
例
年
議

長
だ
け
の
出
席
が
多
い
の
で
す
が
、

今
年
は
議
員
全
員
で
参
加
し
ま
し
た
。

場
所
は
国
会
議
事
堂
や
首
相
官
邸
に

近
い
、
官
庁
街
の
一
角
の
高
層
ビ
ル

の
最
上
階
。遠
く
富
士
山
や
江
戸
湾

が
見
渡
せ
る
、
ま
さ
に
絶
景
の
素
晴

ら
し
い
空
間
に
び
っ
く
り
。

　

今
年
は
、
会
の
発
足
か
ら
45
年
目

と
な
る
そ
う
で
、
菅
野
秀
雄
会
長
を

中
心
に
役
員
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
会

員
の
参
加
者
が
90
名
、
大
蔵
か
ら
の

参
加
は
村
長
を
先
頭
に
議
員
団
、
観

光
協
会
、商
工
会
の
役
員
、そ
れ
に
、

ふ
る
さ
と
大
蔵
の
新
鮮
な
山
菜
を
た

く
さ
ん
持
ち
込
み
、
東
京
在
住
者
を

喜
ば
せ
て
く
れ
る
大
蔵
村
特
産
加
工

組
合
の
メ
ン
バ
ー
。コ
メ
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
に
Ｊ
Ａ
職
員
も
。総
勢
1
2
0

余
名
で
の
和
や
か
で
楽
し
い
雰
囲
気

で
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
の
参
加
者
の
中
に
は
、
遠
く
か

ら
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
い
た
方
も
多

く
、北
は
宇
都
宮
、南
は
静
岡
の
三
島

か
ら
と
い
う
方
も
い
ま
し
て
、
都
会

で
共
に
生
き
て
き
た
ふ
る
さ
と
の
仲

間
と
久
し
ぶ
り
に
会
え
た
喜
び
が
伝

わ
り
熱
い
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　

昭
和
20
年
代
か
ら
30
年
代
に
か
け

て
、
実
に
多
く
の
村
民
が
大
都
会
東

京
に
挑
戦
し
、
大
変
な
苦
労
を
し
な

が
ら
日
本
の
高
度
成
長
期
を
支
え
、

そ
し
て
今
、
2
世
3
世
の
家
族
と
幸

せ
に
暮
ら
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
素
晴

ら
し
い
笑
顔
に
圧
倒
さ
れ
る
思
い
で

し
た
。良
い
顔
し
て
い
ま
し
た
。素
晴

ら
し
い
。

　

近
年
、
都
会
へ
挑
戦
さ
れ
る
方
も

減
り
、高
齢
化
も
あ
り
、東
京
大
蔵
会

の
会
員
も
総
会
へ
の
参
加
者
も
減
少

傾
向
に
あ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
そ

れ
も
時
の
流
れ
で
致
し
方
な
い
こ
と
。

そ
れ
よ
り
も
、
久
し
ぶ
り
に
語
り
合

い
笑
い
合
う
ひ
と
時
を
、
い
つ
ま
で

も
大
切
に
、
楽
し
み
に
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
。

　

温
か
く
迎
え

て
下
さ
っ
た
会

員
の
皆
さ
ん
に

感
謝
し
ま
す
。

東
京
大
蔵
会
の
総
会
へ

東
京
中
央
要
望

☆客層の大幅な移り変わり　県外のお客が県内の客を上回る
	 湯治客が減り、一般客が6割に
	 団体客が減り、一人旅が3割にも
	 インターネット予約の客が増える
☆温泉プラスアルファ	 周辺施設の充実連携（四ヶ村の棚田等）
☆旅館の就業環境	 待遇改善に努力（定休日の設定も）

課 題 と 目 標

懇談会希望団体募集中！

【
要
望
内
容
】

◆
国
道
4
5
8
号
線
を
は
じ
め
道
路

整
備
促
進

◆
肘
折
地
区
銅
山
川
の
洪
水
防
止
策

◆
村
内
の
圃
場
整
備
事
業
の
促
進

◆
中
山
間
地
域
へ
の
農
業
支
援



村議会の紹介コーナー №12

【山形県の町村議会議員選挙で、定数割れとなりました。…】
　大蔵村は、平成19年の改選時に4人減らして10人の議員定数にしてから11年、来年の4月に改選
を控えています。村では今まで無投票当選も定数割れの経験もありません。しかし、全国的に立候補
者数が減る傾向で無投票当選が増えています。そして、思いもかけず定数割れの事態になる町が話題に
なるとは…とても複雑な心境です。
　公選法によれば、定数の6分の1以上不足していると、欠員を補充する再選挙の必要があるとのこと。

　町村議会関係者によれば、議員の仕事は、会議出席に限らず議案や村の課題の調査・研究、住民と
の情報収集など広範多岐にわたり増大しているが、住民からの評価は下がる一方とのこと。ちなみに、
「編集長矢口の年間出席会議数は2年前より半月ほど増えて100回を超えているかな」でも……

「働けど働けど、我が評価は下がる一方…」の心境？　トホホ
　今、議会では来年の改選に向けて様々な角度から研究を行っています。議員定数、報酬、役割や制
度の見直し等、議論は尽きないところですが秋には一定の結論を出さなければと考えています。
村民の皆さんのご意見を。

議会改選で定数割れ？

ちなみに大蔵村であれば
　10人の6分の1以上不足とすれば…
　出馬が8人以下で適用となり、再選挙の必要があり…
　9人の出馬の場合は無投票当選となります。

た
わ
む
れ

　

朝
４
時
、
畑
仕
事
に
出
か
け
る
。
少
し

早
い
が
楽
し
み
が
あ
る
。
ハ
ス
の
池
を
通

る
時
、
必
ず
青
鷺
が
い
る
。
車
が
近
く
に

行
く
と
わ
ざ
と
ら
し
く
飛
び
立
ち
、
円
を

描
い
て
逃
げ
た
振
り
を
す
る
。
通
り
過
ぎ
る
の
を

待
っ
て
、
ま
た
同
じ
所
に
舞
い
降
り
る
。
ま
る
で

詐
欺
師
の
様
だ
。

　

畑
に
着
く
と
そ
こ
に
は
鶯
が
待
っ
て
い
る
。
藪

の
中
で
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
と
気
持
ち
よ
く
鳴
い
て
い

る
。
静
か
に
車
を
降
り
て
、
口
笛
で
鳴
き
真
似
し

て
会
話
を
す
る
。
不
思
議
な
も
の
で
鶯
も
そ
れ
に

答
え
る
。
音
を
長
く
す
れ
ば
長
く
、
短
く
す
れ
ば

短
く
。
そ
れ
で
も
や
は
り
偽
者
は
ば
れ
る
。
す
る

と
今
度
は
け
た
た
ま
し
く
鳴
い
て
縄
張
り
を
主
張

す
る
。
こ
っ
ち
も
ま
た
負
け
ず
に
主
張
し
て
も
決

し
て
譲
ら
な
い
。
藪
の
中
で
姿
も
見
せ
ず
挑
戦
し

て
く
る
。
卑
怯
な
や
り
方
だ
。
人
間
の
世
界
に
は

よ
く
あ
る
事
だ
が
、
鳥
に
も
あ
っ
た
と
は
？
仕
方

な
し
に
負
け
を
認
め
る
。

　

次
に
畑
に
建
て
た
棒
の
て
っ
ぺ
ん
に
ホ
ウ
ジ
ロ
が

い
る
。
思
い
切
り
空
を
見
上
げ
て
ア
ゴ
が
外
れ
る

位
大
き
く
口
を
開
け
、
必
死
に
鳴
く
。
こ
っ
ち
も

真
似
て
鳴
き
返
す
と
、
首
を
か
し
げ
て
様
子
を
伺

う
。
こ
の
仕
草
が
何
と
も
愛
く
る
し
い
。
こ
れ
だ

け
で
も
百
姓
の
匂
い
を
嗅
い
だ
気
分
に
な
り
、
仕

事
が
は
か
ど
り
朝
飯
も
旨
い
。

　

こ
の
重
苦
し
い
世
の
中
、
た
ま
に
は
背
負
っ
た

荷
を
お
ろ
し
、
自
分
だ
け
の
世
界
に
浸
る
事
も
結

構
楽
し
い
、
な
ん
と
言
っ
て
も
タ
ダ
だ
か
ら
。

　

皆
さ
ん
も
挑
戦
し
て
見
ま
せ
ん
か
？

（
佐
藤　

勝　

記
）

委
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長
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委
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